
 
 

主 催： 日本フードサービス学会 
共 催： (一社)日本フードサービス協会 
 

◆主旨・目的 
日本フードサービス学会と一般社団法人日本フードサービス協会が協同で創設した研究助成制度です。 

産学協同運営による研究助成を通じて、フードサービス研究の活性化と発展に寄与することを目的として 

います。 
 
◆募集テーマ 
・フードサービス産業が直面する課題の解決につながる研究 

 ※過去の採択テーマを当会 HP（ URL:http://www.jfgakkai.jp/）に掲載しております。ご参照ください。 
 

◆応募資格 
日本フードサービス学会の会員以外からも広く募集しますが、非会員の方の場合は共同研究者も含め、助成の

採択が決定次第、当会に入会いただくことが条件となります。学生については、2018 年 4 月 1 日時点で大学院

（博士課程）に在籍するもの。実務者による研究も歓迎します。 
 
◆助成金額 
50万円（上限）を複数本予定。 
ただし特に優れた研究には、特別報奨金を支給する場合もあります。 
 
◆助成採否の決定と研究成果の報告および研究成果の帰属について 
① 助成採否 
当会研究助成委員会での審査により決定し、当会第 23回通常総会（2018 年 6 月 2 日開催予定）において採択

研究を発表し、その後該当者に通知をします。 
 
② 研究成果の報告 
2019 年 1月頃に行う中間報告の後、2019年 5月末日までに最終報告として成果物（研究論文・調査研究報告・

研究ノート・論説のいずれかの形式にて）を必ず提出。合わせて、当会の定める助成報告規定に則り、会計報

告書類も成果物と必ず提出のこと。原則、成果物は学会編集委員会での査読を経て、当会年報 24号（2019年

10月発行予定）に掲載します。2019年 5月に開催予定の当会年次大会でも報告をいただく予定です。 
 
③研究成果の帰属 
採択研究の当会年次大会での報告内容、提出論文等の研究成果は、日本フードサービス学会に帰属します。 

注）助成金は 2回に分けて支給します。全支給額の半額を採択決定後、残りは中間報告の審査の後となり 

ます。中間報告の審査において研究内容が当会の期待する基準に満たないと判断された場合には、助成金 

の支給を取りやめることもあります。 
  

◆応募方法 
申請書（学会所定のもの）と研究計画書（様式は特に問いませんが、研究概要を詳細に記入したもので 

図表などを含めて頂いても構いません。予算計画書も必ず添付して下さい。計画書の内容と予算の整合性を

精査します）を E-mail 添付にて下記事務局宛てにお送り下さい。 

※所定の申請書は E-mail にて下記事務局までご請求下さい。 

※審査の際、内容についてのヒアリングあるいは計画書の再提出をお願いする場合があります。 

※応募書類は返却いたしません。 
 

◆申請書の請求・問合せ先  日本フードサービス学会 
〒105-0013 東京都港区浜松町 1-29-6 浜松町セントラルビル 10階 （一社） 日本フードサービス協会内  

TEL:03-5403-1060 E-mail:info-gakkai@jfgakkai.jp URL:http://www.jfgakkai.jp/   

応募締切  

2018 年 4 月 25 日必着 


